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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第163期

第１四半期
連結累計期間

第164期
第１四半期
連結累計期間

第163期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 804,516 880,704 3,451,487

経常損失(△) (千円) △147,400 △152,790 △413,909

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純損失(△)

(千円) △154,031 △160,244 △431,399

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △203,637 △128,714 △220,832

純資産額 (千円) 2,016,464 1,869,911 1,999,195

総資産額 (千円) 6,364,753 5,204,660 5,993,403

１株当たり四半期(当期)純損失
金額(△)

(円) △21.63 △22.50 △60.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.8 34.8 32.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、本文中における事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（継続企業の前提に関する重要事象等）

 当社グループは前連結会計年度において経常損失を計上し、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるよう

な事象又は状況が存在しております。

　しかしながら、連結財務諸表提出会社である当社は当該状況を解消すべく、国内工場統合による生産効率改善の推

進、総経費の圧縮等の、経営諸施策を実施し、経営体質の改善を更に推し進めております。さらには、メキシコにお

ける生産子会社の事業拡大・安定化を強力に推進しております。

　これらの対応策を実施することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や個人所得に改善がみられるものの個人消費の回復

には至らず、中国や新興国の経済の減速や英国のEU離脱問題などの世界経済の影響により、円高・株安が進行し、

国内経済の減速感が強まりました。

当繊維業界におきましても、国内外の大きな事業環境の変化、輸入原材料価格の高止まり、企業間競争の激化に

より、依然として厳しい環境にあります。

このような状況のもと、当社グループは、国内事業では、工場集約最適化を追求した生産効率・収益の改善、得

意とする素材・加工の開発・販売、海外事業では生産の拡大・安定化を強力に推進しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は８億80百万円(前年同四半期比9.5％増)、経常損失は１億52百万

円(前年同四半期は１億47百万円の損失)、親会社株主に帰属する四半期純損失は１億60百万円(前年同四半期は１億

54百万円の損失)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　繊維事業

衣料用途においては、得意とする複合商品、高次加工商品は堅調に推移しました。資材用途においては、生産

が本格化したメキシコにおける生産子会社を含めた車輌資材関連、高機能繊維商品関連は堅調に推移しました。

以上の結果、繊維事業全体における売上高は７億85百万円（前年同四半期比7.5％増）、営業損失は１億24百万

円（前年同四半期は１億24百万円の損失）となりました。

②機械製造販売業

機械製造販売業における売上高は41百万円(前年同四半期比56.0％増)、営業利益は11百万円（前年同四半期比

70.7％増）となりました。

③　その他

その他における売上高は53百万円(前年同四半期比12.9％増)、営業損失は０百万円（前年同四半期は２百万円

の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億88百万円減少し、52億４百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金の減少５億61百万円等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ６億59百万円減少し、33億34百万円となりました。主な要因は、１年内返済予

定の長期借入金の減少５億79百万円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億29百万円減少し、18億69百万円となりました。主な要因は、親会社株主

に帰属する四半期純損失１億60百万円等によるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発費の総額は6,466千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,140,078 7,140,078
東京証券取引所　
（市場第二部）

単元株式数は　　　　　　　　
1,000株であります。

計 7,140,078 7,140,078 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 7,140,078 ― 506,000 ― 130,686
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
 普通株式 15,000

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
 普通株式 11,000

― 同上

完全議決権株式(その他)  普通株式 7,085,000 7,085 同上

単元未満株式 普通株式　29,078 ― 単元株式数(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,140,078 ― ―

総株主の議決権 ― 7,085 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には,証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて

おります。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式227株が含まれております。

    ３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することがすることができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載を

しております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
倉庫精練株式会社

石川県金沢市古府町南459 15,000 ― 15,000 0.21

(相互保有株式)
株式会社キョクソー

石川県白山市八田町29 11,000 ― 11,000 0.15

計 ― 26,000 ― 26,000 0.36
 

(注)　当第１四半期会計期間末における自己保有株式は 14,727株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,669,273 1,107,362

  受取手形及び売掛金 1,002,765 999,728

  商品及び製品 198,478 150,435

  仕掛品 202,045 208,997

  原材料及び貯蔵品 174,093 173,180

  繰延税金資産 2,481 2,478

  その他 262,752 202,778

  貸倒引当金 △3,402 △2,987

  流動資産合計 3,508,487 2,841,973

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,216,553 1,170,134

   機械装置及び運搬具（純額） 734,976 657,944

   その他（純額） 317,801 322,004

   有形固定資産合計 2,269,332 2,150,083

  無形固定資産 6,475 6,088

  投資その他の資産   

   投資有価証券 162,819 161,050

   その他 49,155 48,328

   貸倒引当金 △2,865 △2,865

   投資その他の資産合計 209,109 206,513

  固定資産合計 2,484,916 2,362,686

 資産合計 5,993,403 5,204,660

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 665,410 715,736

  1年内返済予定の長期借入金 712,996 133,096

  未払法人税等 12,118 7,770

  賞与引当金 19,407 10,944

  その他 201,686 189,427

  流動負債合計 1,611,619 1,056,974

 固定負債   

  長期借入金 1,736,058 1,623,065

  役員退職慰労引当金 26,886 13,258

  退職給付に係る負債 465,076 487,674

  負ののれん 4,357 4,127

  資産除去債務 94,186 94,502

  その他 56,023 55,146

  固定負債合計 2,382,588 2,277,774

 負債合計 3,994,207 3,334,748
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 506,000 506,000

  資本剰余金 130,686 130,686

  利益剰余金 1,136,902 976,658

  自己株式 △2,625 △2,625

  株主資本合計 1,770,964 1,610,720

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,929 12,016

  為替換算調整勘定 231,999 277,152

  退職給付に係る調整累計額 △74,361 △86,628

  その他の包括利益累計額合計 171,567 202,539

 非支配株主持分 56,663 56,651

 純資産合計 1,999,195 1,869,911

負債純資産合計 5,993,403 5,204,660
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 804,516 880,704

売上原価 784,566 841,523

売上総利益 19,950 39,181

販売費及び一般管理費 137,453 149,268

営業損失（△） △117,503 △110,086

営業外収益   

 受取利息 - 12

 受取配当金 1,319 1,629

 受取賃貸料 22,193 20,984

 持分法による投資利益 - 1,030

 その他 7,145 5,485

 営業外収益合計 30,658 29,143

営業外費用   

 支払利息 10,104 9,572

 賃貸費用 4,909 5,054

 持分法による投資損失 294 -

 為替差損 43,577 55,568

 その他 1,669 1,652

 営業外費用合計 60,555 71,847

経常損失（△） △147,400 △152,790

税金等調整前四半期純損失（△） △147,400 △152,790

法人税等 6,024 6,886

四半期純損失（△） △153,425 △159,677

非支配株主に帰属する四半期純利益 605 567

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △154,031 △160,244
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △153,425 △159,677

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,296 △1,921

 退職給付に係る調整額 10,966 △12,267

 為替換算調整勘定 △66,474 45,152

 その他の包括利益合計 △50,212 30,963

四半期包括利益 △203,637 △128,714

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △204,257 △129,272

 非支配株主に係る四半期包括利益 619 558
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効税率を

使用して計算した金額を計上しております。
 

(追加情報)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四

半期会計期間から適用しております。
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負ののれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 49,512千円 48,533千円

負ののれんの償却額 229 〃 229 〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金  35,626  5.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)
 

 
報告セグメント その他 合計 調整額

連結財務諸表
計上額

繊維事業 機械製造販売業 (注)1  (注)2 (注)3

売上高       

  外部顧客への売上高 730,689 26,804 47,023 804,516 ― 804,516

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 3,796 2,385 6,181 △6,181 ―

計 730,689 30,600 49,408 810,698 △6,181 804,516

セグメント利益又はセグメ
ント損失(△)

△124,803 6,897 △2,616 △120,521 3,018 △117,503
 

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントで、内装業であります。

 2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)
 

 
報告セグメント その他 合計 調整額

連結財務諸表
計上額

繊維事業 機械製造販売業 (注)1  (注)2 (注)3

売上高       

  外部顧客への売上高 785,821 41,805 53,077 880,704 ― 880,704

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 5,062 213 5,276 △5,276 ―

計 785,821 46,867 53,291 885,980 △5,276 880,704

セグメント利益又はセグメ
ント損失(△)

△124,192 11,771 △189 △112,610 2,523 △110,086
 

(注) 1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントで、内装業であります。

 2 セグメント利益又は損失の調整額は、すべてセグメント間の取引調整であります。

 3 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△）  △21円63銭 △22円50銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失
金額（△）(千円)

△154,031 △160,244

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）(千円)

△154,031 △160,244

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,121 7,121
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成28年８月12日

倉庫精練株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　本　栄　一 　 　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉　　　淳　一  　　 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている倉庫精練株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、倉庫精練株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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